
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＯＤＦ解析によるｅｕｌｅｒ角度範囲の分類 
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概要 

 ＬａｂｏＴｅｘ，ＭＴＥＸでは、ＯＤＦ解析時のｅｕｌｅｒ角度範囲が定義されています。 

 ＬａｂｏＴｅｘでは intoroduction.pdfで説明されています。 

 

 

 

   

 

 この定義と同じものをＭＴＥＸで探してみます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＭＴＥＸ 

 Import_wizardにて極点図とｃｉｆを指定しています。 

  

 Ａｌのｃｉｆを指定でＰｏｉｎｔＧｒｏｕｐが指定されます。 

  

 結果として 

  

ＣｒｙｓｔａｌＳｙｎｍｅｔｒｙによりｅｕｌｅｒ角度範囲が決まります。 



ＭＴＥＸのｃｒｓｔａｌＳｙｎｍｅｔｒｙ関係のｍファイル 

 ｇｅｏｍｅｔｒｙ／＠ｃｒｓｙａｌＳｙｎｍｅｔｒｙ／ｃｒｙｓｔａｌＳｙｎｍｅｔｒｙ．ｍ 

  

 

 ｃｕｂｉｃでは、ＬａｂｏＴｅｘのＴとＯ 

 ＭＴＥＸでは、２３と４３２ 

 に分類されている。 

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘの場合 

 極点図入力の際、ＰＦｔｏＯＤＦ３ソフトウエアでＬａｂｏＴｅｘ用ＥＰＦファイルを作成 

 

手動変換 

 Marerialで物質を選択、Marerialに登録されていない場合、手入力する。 

  

 

ｃｉｆによる自動変換 

  

 通常はMaterialで対象物質を選択するが、ｃｉｆの場合、ｃｉｆからMaterialホーマットに 

 変換し読み込みます。 



 ｃｉｆの選択 

  

 Materialフォーマットに変換し表示 

  

 仮のMaterialファイルで読み込まれます。 

  


